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合津 尚

2007年 2月 18日 は夜間から風雨が強くなり、マラソンには最悪のコンデションにな

つた。都庁前の広場に集合した 3万人のクレージーな集団は、それにもかかわらず雨

に打たれながら寒さの中で、裸同然のスタイルで約 1時間近くもスター トの号砲を待

ち続けた。これにはそう簡単には引き下がれない背景があつた。

そ う、昨年の 8月 に申込書を発送、10月 の抽選で 3倍近い倍率を潜 り抜け 1万円の

参加費を払い、その後の各人の特訓を経てこの記念すべき第一回大会の場に立ってい

るのだから。

どうしてこうも最近は走ることがプームなのか、単なるメタボとかの対策でこんな苦

労をする必要がないと思 うが。理屈はともかく山と同じで、そこに 42KMが横たわつ

ているからか、これを走れる能力を自分と外部に誇示できるからかもしれない。

山にもそれなりの装備 と経験 。登り方などのノウハウが必要だが、マラソンも同様で

シューズ・服装の選択とか食事・ トインの問題や走り方などのノウハウがある。

長時間走る場合に発生する トラブルとして、摩擦による足のマメ 股や腋の下の皮膚

の破損や空腹・脱水症状からトイレの問題は深亥1だ。それから最悪なのは体内に疲労

物質が徐々に蓄積 して、 35KMあ たりから体が動かないとか筋肉が痙攣するとかの

極限状態となる。こうした障害(こ れをカベという)を 乗りきるにはひたすら日頃走り

込む(月 に200か ら300KMぐ らい)こ とと、ベース配分で疲労の蓄積を防止すること。

さて前置きはこれくらいにして、どんな風に走つたか ?

先ず長蛇の列の トイレをクリアーして、荷物を早々に預けたので直前のオニギリを食

すことが出来ず、ランエングとハンツの裸同然で雨中で待つこと 50分の苦行。走る

ペースはキロ5分 30秒見当で4時間を目標として走りだした。なにしろ 3万人がり||

の流れのように動き出したが、速度に差があり思うように動けず、やつと神田あたり

でベースに乗つた。それから日比谷を過ぎて品川までは追い風だが長かった。やつと

品川駅から折返 しになったが、ここからが雨風をまともに正面に受けるアゲンス ト状

態で体力の消耗が徐々に進行する。日比谷から普段は歩けない銀座通 りに出て中間点

で、フルの半分のハーフで 1時間 55分 といつもより少し遅いペースだがまずまず。

この辺から雨の中だが大変な観衆の声援、中央通りから日本橋を過ぎて浅草・雷門か

ら折返 して、再び銀座から築地をすぎていよいよ 35KMあ たり。辛いことにちょうど

佃大橋の上り坂が延々と続き、ついにガス久状態になつてしまつた。キロ当り2分近

いロスが 5キ ロ以上続きこれが致命傷になつた。残 り2キ ロでバナナと水を補給した

が時すでに遅 し。 4時間 10分で 19,500人 の男子中 7,600番 で終了した。

これから1ク月後の荒川マラソンという1万人以上集まる大会があって、ここでは 4

時間を切つて、なんとなく幸せな気分で日々を過ごしているビョーキの年寄りでした。

●
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15期 舟田 節子

「エベレス ト見に行くモン !」 の出版と、「

ネバール大好き仲間展J開催の予告をワンゲル

会報に出したのは丁度一年前のこと…というよ

り、この予告のために、開催期日や内容が一挙

に決まり、企画はスター トとなりました。

本を出版するに至った経緯は後回しにして、

出版したら売らねばなりません。売らねばとい

うよりまず世商 (少なくとも金沢、石川県)に
アピールしなければなりません。どうやって ?

の時に、塾の予習として開いた新・中 3英語教

科書の見開きカラーページが、T度ネバール特

集てした。従来国際援助活動紹介といえばアフ

リカが相場でしたが、今、時代の目はより身近

なアジアに向き始めています。そして、金沢ス

タンダードという教育特区施策は、英語指導の

半年前倒しをスローガンとしていますが、教科

書改訂時はに前倒 し供用ができないため、かえ

つて半年遅れて、新版教科はこの秋配布された

ばかりでした。これ :ま千載―遇のチャンス !

というのは、会計を任された石川ネパール協

会というのが、 (それも、会長は高校の英語科

恩師、事務局長が高校の同級生というご縁で断

れなかった話)と んと活動をしておらず、年会

費もろくに入ってこないという状況にありまし

た。何かを企画して、その連絡で年会費のこと

も思い出して頂くとしないと、存続は風前のと

もし火です。そもそも会というのは会資集金の

ためでなく、何かやりたいことがあって発足し

た筈なのに、何か (規約によれば、ネバールと

の親睦・交流を推進し紹介していく)をやりた

かった発起人達は誰も出てこないという これ

また不思議な会でした。不審がりながらも、半

端な責任感と義快心でずるずる穴埋めをやって

いるうち (ど うも私のビョーキ)、 お鉢が回つ

てきて「何かをやらねば… 1に至っているので

した。

塾業のおかげてメディアミックスという手法

は身についてしまっていました。宣伝活動とは

相乗効果なのです。各種メディアを同時に使い

個々と全体の双方で動いてや つと効果が出て

,P右川ネバール協会

集まろう そして ネバールについて知ろう
'

Leti●●t TOgether and L● arn about

2007.3.■ 3(火)～■8(日 )浅の川画廊
●おl.・い合せ先  石 1ネバール綺会,務局 Tel oフ 62476:03′ Fox Oフ 62458111

きます.せっかく時間を使うのであれば、「出

版」と「ネパール協会Jと 「ワンゲルOB」 と

、全部からめてしまう (=面倒をかける?)と
いう「壮大なJ企画書が、ここに産声をあげた

のです。

◆出版という自己実現

動機は後回しにして、応募してみたのは、い

わゆる「あなたの原稿を募集します」という、

出版社の小遣い稼ぎ企画です。かたや活字離れ

と出版不況、かたや「私だつて」の自己実現願

望…ここに自費出版をもう少しリポン装飾した

ような小規模出版ビジネスが出現することにな

ります。

そうとわかってはいましたが、私を動かした

のは、原稿をかなり読み込んだとわかる感想文

(その気にさせるプロですから当然)がついて

いたのと、「編集者がつきプロとして、原石を

書店に並ぶまでの宝石に磨き上げるJ「全国の

2υ

NEPAL

(晨示紹介)

学校支援活動、写真、パネル、絵

員陀確 など

3/]6(金)1 41oo～ 16:00～ 18130～
1フ (■)1]100～ 13:00～
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提携書店に必ず並ぶ。当社の流通ルー トに載せ

るJ(自費出版は、書店へ個人で頼みに行かな

ければならず流通ルートがありません)の提示

条件でした。もっと文章修業をして、これぞの

自信作 (いつ ?)ができてからよりは、今回を

授業料とした方が、一番の勉強になる 1と考え

ました。 (走 ってから考える人 |)

今後こんな自己実現をされたい方のために、

金額をご披露しましょう。全体ベージ数、カラ
ーページ数、写真・国版数などで当然変わって

くる数字ですが、より簡易出版をめざす部門が

独立したばかりのキャンペーン中で、経験者か

らは「安い方Jと 言われた数字です。 500部印

刷、55書店に配布で 112万 円。 800部印刷、 3
00書店に配布で 230万円。原版制作料は一緒な

のですから、書店配布にどれだけとられるもの

かということです。無名作家が電撃デビューな

ど宝装なみの話で、素人本は場所塞ぎをやって

いるだけ…だから場所代をとられるのです。さ

らに終盤には、「当社は流通ルートに載せるま

で.書店のどこに置くか、いつまで店頭に実際

置くのかは、あくまで書店側の裁量です」と通

告されました… (や っばりね)。 それも、先に

知ってよかった勉強です。印税など涙のような

金額。そして 1年の契約が過ぎれば回収され、
無料で返本されてきます。つまり経費は場所代

や手数料がメインになるのです.

私が契約したのは 500部。そして、 3月 1日

発行日の前に、全国書店配布分を除き完配でき

てしまいました。配ったのと、売れたのが半分

ずつ…。知人社長から 100部注文などが入った

お陰です。ここらで満足が分相応の青い鳥とわ

きまえて、増刷 (自 費増刷を意味します)を断

りました。

今私の手元にも 1冊 しか残っていません。も

し来年、全国書店配布分が返本されてきたなら

、残りの知人に配り、さらに残れば図書館に寄

贈して、夢の終了とするつもりています。

◆ネバール展

「石川ネパール協会」とは任意団体です。年

度末には、団体規約、役員名簿、今年度活動記

録と決算、来年度活動予定と予算を届け出ます

。すると次年度、行政からの名積後援を受けた

り、勤成金を申請・受絵できる団体となります

。NPOよ り格段に書類は少なく公開義務もあ

りませんが、助成金額も少ないのです。ちなみ

に金沢市の場合、総額で90万円 (漸減の予定 )

. 1団 体で10万円まででかつ、総支出の半額ま

でが助成限度。連続受給もできません。そのう

え全体調整のため、年度末まで実際助成される

かはわかりません。これが県になると、草の根

国際活動支援助成金の名となり、40万円を越え

る事業であることが加わります。ともに、助成

項目と按分も定まっています。

つまり、任意団体の活動とは「時間も経費も

ボランティア」が大前提にあります。「公益性

があるのなら、半額程度は援助してあげましょ

うJが助成金の立場です。より公益性がある活

動に、より広く支援するために 年度末まで、

当該事業が助成対象になるか否か、その額も決

定できません…となるのです。

一方名義後援の方は、とるのはタタですが、

それぞれへの申請が必要です。引継ぎは残金だ

け.様式書類があるとの申し送りも受けてはい

ませんでした。「どうすればいいんですかJ「
教えて下さい」「どうしたら通るんですか」を

窓口で繰り返しました。クレームもヒントもJヽ

出し…民間サービス業には考えられない意地悪

さと、非能率に耐えました。日参を重ねて、ま

ずネパール大使館からの名義後援をとること。

そうすれば日本のお役所はすべて国際交流の見

地から応援すべきとなって、そろそろ後援する

側に回ることがわかりました。そうやってネパ

ール大使館、 (財 )石川県国際交流協会、金沢

国際交流財団、金沢市教育委員会、石川県、金

沢市、北国新聞社、テレビ金沢、エフエム石川

、企業ではアルバインツアーサービス榊、学習′́

剰̈
輻̈
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200フ年 (平成19年)3月 4_4日  (日曜日)

石川の協会 13日 から企画展

研究社いを後援として、ネバール展 (Let's Ge

t Together and Learn about Nepal)は ゴーと

なりました。

そのように最初は名義後援獲得だけに動いて

いました。ところが具体化するにつれ、出費が

嵩むことが分かり、さらには助成金を頂く活動

をしていなければ、行政の言う「活動」に該当

しないこと、助成金申請とII得の前例を重ねて

いかないと将来の活動が不利になることも分か

ってきました (こ の歳にして社会構造を知つた

…)。 金沢市からの動成は、駆け込むような写

真展企画で前年受給しており、使えるのは県の

助成枠のみ。40万円事業を考えなくてはなら

なくなりました…。またしても泥沼に填まつた

感覚…。しかも 100%算 定とされる項目で金額

を上げないと助成対象金額は上がりません。大

きいのは講師謝礼、講師旅費の項目です。もと

より帰省ついでにと長岡先輩にお願いしてあリ

2007年 (平成49年)3月 44日  (水曜日)

、また、スケツチ展示をお願いした トレッキン

グ仲間にも、説明会を強要してしまいました。

画廊の設営や、額縁貸し出しも義兄にポランテ

ィアをさせて…。ようするに、人脈、いかにホ

ヮイ トリス トを持っているか…にかかります。

そしていつばい借 りを作ることにもなりました

。今はそんなに頼める人がいたご縁と、協力に

感謝でいつばいです・

◆ワンゲル万歳 1

特にワングルOB関係者は協力が際立つてい

ました。発案段階の、形になるかもわからない

時に、即 rぃ っまでにですか ?」 の答えや、ろ

くな説明もないのに「協力します」が返つてき

たことには、今も感動を覚えます。

ヮンゲル外の反応が悪すぎました…しかし、

それが普通です。テント内で誰かが動いた時に

、鍋をこはすまいの手が何本も伸びる…そんな

ワンゲルの方が特男1だ と思います。とても安易
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ヒマラヤの測量 地図と山の高さ/長岡 2007317/金沢市「浅の川画廊」

《長岡様講演スライド80枚中の 2枚》

《29期深井嘉浩様の トレッキング説明会》

29期深井嘉浩様 春の説明会を利用したとは

いえ、 3月 16日 (金)と 17日 (土)に計 6回 も

トレッキング説明会をして頂きました。勧誘用

ならではの素晴らしい映像。いつものシチュエ

ーションとは違つたことで、どなたかの夢につ

ながつたことと思います。皆様もどうぞお弓|き

立て下さい。ア ドバイスはもとより、無理も間

いてもらえますので。

またネパールのDVDも ご提供頂きました。

20期 中村元風様 連絡をすればさえ無理難題

付きの先輩の私.プロだからと遠慮しているつ

もりで、ダメ元て迫つてしまう…。恐縮してい

るようで、反省なし.今回も快く出品をご承諸

頂きました。ふるさと百名山の名前を変えれば

既製で間に合うくらいで軽くお願いしたのに、

ts ? -?d)r-Il&o. inE.6a@)xE
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《11期長岡正利様の講演》

にワングルOBまでからめてしまったのに….

‖期長岡正利様 3月 17日 (土 )に、「ネパ

ールヒマラヤの地図と山の高さ」をご講演頂き

ました。

基礎知識 :地図 (地形図)の 出来るまで

各種地図とその利用

山の高さ (標高)と は

ヒマラヤの測量と地図、その山々の高さ

立体視の愉しみ :地形や写真の立体視

また、関連文献や写真集も展示ご協力頂きま

した。観光ブームに湧く以前のネパールの物も

あり、特に毎日グラフの「マナスル登頂記念号

Jは、熱年世代に好評てした。戦後日本が凝縮

しているような報道誌でした。
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新作をご用意頂きました。 ヒマラヤの空、岩、
僧衣の色が、ふくら手の自網目の中に点在して
いる花器です。その直前の東京での個展では好
評の作品になったとのことで、安堵.無理難題
をも創造につなげる姿勢にプロを感 じました。
(しかし展示責任までを深く考えていなかった

ので、会期中は結構ハラハラ) 会場にも奥様
とお越し頂き、ありがとぅございました。

21期竹中敏様 その前の本のイラス トの時に
もちょっとした患惑違いがあり、迷惑をかけて
しまいました。ただもう謝るしかない私に「僕
は頼まれると嬉しいんです」.ス ゴィ !そ ぅ言
えるようになりたい !どれだけ時間のかかるイ
ラス トか…でも、性懲りもなくぉ願いして、皆
さんにも見てもらいたいと思いました.描いて
くれたのはアネハツルとュキヒョウ。添付され
たコメントを紹介しておきます。

アネハツル

世界最小のツルの一種で、北海道のタンチ ョ

ウツルの翼開長 2m以上に対して、このツルは

成鳥になつても約46m程度です。

繁殖期の春から秋にかけては、シベリアから

ロシア、中央アジアを経てモンゴルに達する広

い地域に分布し、日本でもまれに観察されてい

ます。秋になると、チベット側からヒマラヤを

越えて暖かいインドに渡ることで有名です。

ヒマラヤを越えるということは、8000m以上

の高空を渡るということであり、アネハツルは

ほぼ対流日と成層日との境目を飛行することに

なります。ヒマラヤの頂きは、常時氷点下20度

以下、時には水点下40度にもなり、風速50mの

強風が吹き荒れる世界です。

アネハツルの祖先たちは、ヒマラヤがまだ低

かった時代からこの渡 りの旅をしてきました。

そしてインド半島に押されてヒマラヤがゆっく

りと隆起し続け、標高8000m以上になった現在

も、太吉からそうしてきたように、ヒマラヤを

越える旅を続けています。

ヒマラヤを越えるアネハツルの群れには、羽

を痛めたもの、子育て中のもの、春に生まれた

ばかりの幼鳥もいるのです。 2 kgあ まりの小さ

いツルが、もっとちっちゃい幼鳥と共に、ヒマ

ラヤを越えていく光景を思うと、「がんばれよ

」と言いたくなります。

ユキヒョウ

中央アジアからチベット、ネパール、アフガ

ニスタン、カシミール、ヒマラヤ山脈などの高

原や山岳地帯に生息するネコ科の動物。標高20

00～ 6000mの高地で過ごし、日撃例は数えるく

らいと言われる伝説的な大型捕食動物です。獲

物となるのは、アイベックス、アオヒッシ、ヒ

マラヤジャコウジカ、イノシシ、ウサギ、鳥類

、時には家畜を襲うこともあり、自分より大き

な動物を倒すこともあるそうです。

今なお、その美しい毛皮や漢方薬に利用する

ための密漁が絶えず、一時は1000頭にまで減少

し、現在は絶滅危惧種として保護に力が注がれ

ています。

最近はボランティアによる「ネパールのユキ

ヒョウJプロジェク ト等の活動によって、その

生態が解明されつつあります。

今、私たちがここに居るこの同じ時間に、ネ
バールの雪山のどこかに、獲物をねらってぃる
ユキヒョウが息をひそめていると思うと、胸が
熱くなります。
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15期奥名正啓様 同期のよしみで、私の空い

ている時間に合わせて (相 当に我儘なことだと

後で気付いた)来てもらい、プロジェクターと
、パソコンをつないでもらいました。パソコン

も 1週間借り出しです.基本的なつなぎ方も、
それがどう相性が悪いのかもわからないんだか

ら…持ち帰ってもらい、調整してもらって、「

他は触るなJで操作を伝授してもらいました。

やはり、動画の時代。変化に富んだ展示構成と

することが出来ました。発案しても内部のフォ
ロースタッフはゼロでしたから、そんな状況を
カバーしてもらって感謝です。

15期上馬敏栄様 油絵 2点と、ネバール民芸
品 (操 り人形、ランタン、刺績製品など)を展
示ご協力いただきました。大量のバンの差し入
れも、ありがとうございました。感動した景色
を、描いてまた楽しむ…素敵です。将来ご主人
との写真と油絵の二人展も、期待しています。

倉谷でお世話になっている山下様  「雪男の

頭の皮」なるもののレプリカを用意しようと思
いつきました。子供には受けるはずです。ゴヮ

ッとした素材。たしか「クマの毛皮ならいくら
でもあげる」と、おっしゃってぃたので、これ

も安易に頼んでしまいました。実は原皮は捨て

るほどでも、なめせば大枚かかるそうでした。

知らぬが仏でそれを頂いてしまい、いくらなん

でも完全品に鋏をいれることは能わず。おまけ
のアナグマの方を、籠い合わせ、カラーリング

して人形ケースに収めました。現地の風習と同
じように置いた寄進箱には芳志が集まり、教育

支援口座に収めました。

◆総括

82ポスターは50枚、A4ポスターは 400枚

案内はがきは2000枚を配布.名義後援をとった
ことで、教育委員会のメイルボックスが使える

ようになり、市内小中学校、公民館宛てに一斉

配布をすることも出来ました。

北国新間には事前取材を含め、4度記事にし

てもらいました。テレビ金沢、ケープルテレビ

、NHKテレビの 3社に取材してもらいました

(取材依頼をだし、電話でも確認した)。

ネバールティーを来場者全員にサービス。ダ

ルバート (ネパール定食の豆スープ掛けご飯 )

は、知人に提供用として連日仕込み、ネパール

のお香が漂い、ネパール音楽が流れる中で、召

し上がって頂きました。

会期中約800名にご入場を頂きましたが、

ワングル関係では3期日村様、4期佐藤様、 7

期村田様、8期野村様、山村様、11期加藤様ご

夫妻、i3期辰野様ご夫妻、吉田様ご夫妻、15期

上馬様ご夫妻、松林様、20期中村様ご夫妻にご

観覧頂き、ご拝聴も頂きました。 (漏れていた

ら、ゴメンナサイ) そして助成金も申請通り

に獲得し、活動実績を残すことが出来ました。

自分に何ができるか?のように始まり、あら

ゆるツテを使う…でチャレンジしたこの企画.

こぼすに尽きないま話も数々ながら、いかに自

分が人とご縁に恵まれているかを知る機会にな

りました。

本を上梓したことを含め、期せずして人生55

年を総括できたような平成18年度でした。この

後技露するゴタゴタ話がなければ、本を出すこ

とも、ネバール展を企画することもなかった…

マイナスエネルギーをプラスエネルギーに変換

せねばとした自分に拍手。そうさせてくれた人

とご縁に、ただただ感謝です。

◆おまけのゴタゴタ話
r後回し」のフレーズを2回も使ってのゴタ

ゴタ話…。これを出だしから書いたら「ヮング
ルの皆さんのご協力に感謝」の趣旨がぼゃけて
しまいます。また、かって「山の語り部特集」
で紹介した責任から、その後を簡単に伝えてお
きたいと思います。

万

《ケース内が雪男の頭の皮レプリカ

実物 (よ うするに偽物)に、かなり近い》

鶉



ようするに、私が25年所属してきた某山岳会
は分裂しました。それは世間によくある話、ま
た、外部から見れば単なる確執の、聞くに堪え
ない話です。老害…権威にしがみつくボスが、
一番奉仕し、実力・人望ともある二番手を追い

出しにかかり、それを庇った者を次々粛正。「
会議メンバーから外す」 r本の改訂時には名前
を外す」「登山教室の助手から外す」「原画展
は没にする」などなど。そぅ脅せば相手が折れ
てくると考えたようです。

あげく自分が退会して、新会を設立しました
。新会登録とはボス個人への誓約書のようなも
ので、かって改名の度そんな藤が行なわれたと
今回聞きました。結果は、不信任投票がなされ
たようになりました。これまで トロィヵのよう
にやってきた老分達、『40周年誌』編集の委員
全員、親子白山登山弓1率 リーダー全員、分県登
山ガイ ド執筆者の 5分の 3(執筆率70%)と ぃ
つた、会の活動の中心者達が拒否。この事態収
拾のために召集された緊急総会には、ボスだけ
が欠席し、誹謗文書を乱発。うやむや新会登録
した側と登録しなかった側双方が、匙を投げた
まま、それぞれに山を続けています。

本人が退会しても外部への窓回は元ボスです
。紛 らわしぃ会名にし、「会の仕事をあいつら
が嫌がった為に分裂したのだ」と言い触らし、
替わりはいくらでもいるとばかりに頑張ってい
ます。

既に提出してあった新聞掲載用原稿 3本を罵
倒言付きで返された所で、私はご縁を切りまし
た。そして出版社の原稿募集に、手元にあった

(7 SfiE*el lsrEn*:*iE)
((E OB+lD6o7E*b. 6rJrrt, Jftr
* L/:)

ネパール紀行を送ってみたのです。上梓を地元

新間に載せ、地元のうつのみや・ リプロ・紀伊

国屋書店の店頭にも本を並べて、私なりの「清

算」 (?)を済ませました。

もう過去のことになりました。私は筋を通し

た仲間違 (成 り行き上は、元の会名のままです
。退会宣言文書を出したのはむこうですし、ま
た、愛着あるであろう熟年会員達のために触ら
な

,ヽ
ことにしました)と 山を愉しみ、ようゃく

金沢から出るようになったバス会社主催の百名
山ツアーにも便乗しています。これまで、仕事
と家庭を両立しての山は日帰リロが主でしたし
、それ以上に執筆調査と称して地元の山に長年
縛られていました。

執筆で名が売れたのか ?ガイ ド本著者などは
、お金と時間の持ち出しの方が多い名誉職のよ
うなものです。誠意を傾けた仕事を「逆らった

。だから切る」で出てくるのであれば、思も帳
消し.せめて老いを憎んで人を憎まず。それぞ

れが自分の納得できる人生を生き、関わらない

とすればよいのです。

「人はなぜ山に登るのか ?ど ぅ山と関わり続

けるのか ?J

『エベレス ト見にいくモン !』 の トレッキン

グの時も、その答えを参加者達に求めていたよ

うに思います。

山は山であり続け、人はそこに勝手に喜怒哀

楽を重ねます。

徐々にそれらは思い出となります。最後は尋
い出を肴に山仲間と飲んで、地上に受けた生命

とご緑に感謝するのでしょぅ。「仲間がいるか

ら山に登るのだ。仲間と生涯愉しみ、万物に感

謝するために山と関わるのだ」が、私にはよリ

見えてきた答えです。

そんな中で、ヮンゲル仲間はやはり格別なの

です !
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■2008年QW後半 5月 3日 ～6日、3泊4日

11期・青柳健二

妙高・火打連峰スキーツアー

【スケジユール】

05月 3日 (快晴)

8:30 笹ヶ峰 1320m出発 シールで潤沢から二

田原山中腹を登る

15:20 大倉乗越からスキー滑走 し黒沢池ヒュ

ッテ 2020m着

●5月 4日 (快晴)

8:20 黒沢池ヒュ

にて火打山ヘ

11:20 火打山 2461m登頂 360度の絶景を眺

め昼食

12100 火打山市東の大斜面をスキー滑降アッ

という間に高谷池東部 20∞m付近まで滑り降りる

13:30 再びシールを付け黒沢岳 2212m登頂

13:45 黒沢池ヒュッテに向けスキー滑降

14:05 大滑降後、平地部を滑つて歩き黒沢池

ヒュッァ着

●5月 5日 (曇り後雨 )

8:20 黒沢池ヒュッテ発 霧で視界がない中を

三田原山に向け登る

10i40 三田原山 2360m登項 目の前に妙高山

の頂きがそびえる

11:20 昼食後、霧が巻くなかをスキー滑降

11:50 林間滑降と沢で開けた斜面を滑 り降 り

ると、日の前にヒュッテがあつた

12:30 チョット物足 りなく、ヒュッテ裏の大

倉乗越 2140mにスキーを担いで登る、一滑 りで黒沢

池ヒュッテ着

●5月 6日 (快晴)

7:30 ヒュッテ前で記念写真を撮つた後、スキ

ーを付けて帰途につく。黒沢を トラバースして三田

原山中腹の林の中を滑 り降 りる

最後は登つてきた涸沢を、途中の 3つの滝を避けな

がら滑 り降り

9:40 笹ヶ峰着、面白かった大満足のスキーツ

アーを終える

ッテ発 茶自山を越え、シール プナ林の中を、シールを付けて豊つた

ドーム型の黒沢池ヒュッテと黒沢岳の朝

||  ||
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火打山は、山スキーのためにあるような山だ



ここ数年、 5月 の連体は、 日帰 りで山スキー

(栂池、人方、立山、乗鞍等)を楽 しんでいた

が、自己流に満足できず、本格的な山スキー ツ

アー を体験すべ くガイ ド付 き山スキーツアーに

応募 したのだ。

そのツアーは、 日本アルペ ンスキー学校 によ

る妙高・火打連峰スキーツアー。私が大学時代

のスキープームを先導 した、伝説の冒険スキー

ヤー植木毅氏が主催 し、 自らガイ ドを行 つてい

るツアーである。

参加メンバーは、兵庫県の山スキークラブ「ど

ん ぐり」奥 田 リーダー他 4名 と私、他に同志社

高校山岳部生 6名 と同行の先生 4名 がいたが、

別行動であ り、実質的には 6名 の参加 メンパー

に植木校長・ コーチ数名 とい う贅沢なツアー と

なつた (GW前半の同ツアーは、 20名 が参加

したと開くが)。

大学時代に保 田 リーダーのスキー PWで、シ

ール を付 けて登つた ことはあつたが、カカ トの

上がるビンデングを付 けた山スキー (レ ンタル

で借 りた)を付けて山を登 り滑るのは初めてで、

どうなることか と不安であつた。 しか し、天候

とメンバー、そ して何 より植木校長の人柄のお

陰で、予想以上に楽 しいスキーツアー となつた。

初 日の笹 ヶ峰牧場か ら黒沢池 ヒュッテまでの

シール登行は、それは散々な ものだった。何 し

ろ実質初体験のシール登 山、シロウ トは私一人

で、いつの間にか遅れ る。林 の中をジグザグに

斜行 しなが ら登 るのだが、ターン時に足を滑 ら

せ、急な斜面でズ レ落ちて転ぶな ど、思 うよう

に行かない。植木校長の長男氏には、息が切れ

足が止まると「休むでない、少 しずつで も足 を

前に」 と怒鳴 られ、 フングル新 トレ以来 42年
振 りに、きついシゴキを受けている気分だつた。

ただ し、我輩の情けなさに しびれ を切 らした

長男氏は、私のザ ックを取 り上げて、身軽 にな

つてか らは、シール登行の要領が解 りだ し、何

とか ヒュッテまで辿 り着 く事ができたのだった

火打山からの大滑降、滑り降りてから仲間を撮る

,  ｀

滑り降りた黒沢岳。なのシュプールが我々の着けたものだ
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(ザ ックを他人に担いで貰 うとい う届辱 を受 け

入れた結果で )。 黒沢池 ヒュテは、お碗を伏せた

よ うな ドーム型 の特徴 あるヒュッテである。植

木校長がオーナーで、 2年前の夏に泊まった時

の宿帳か ら、ツアーのパ ンフ レッ トが届 き、 こ

のツアーに参加 したのである。

初体験のシール登行で、両足 とも棒のよ うに

なつていたが、同行 のどん ぐリスキー クラブの

人達 と酒 を飲みなが ら語 り合 えた事が、疲れ を

癒 して くれた。 64歳の最年長者は、山スキー

を始めて 3年 目、スキーを始めて 5年 目と言 う。

その他のメンパー も全員が 50代で、スキー と

山登 りが大好 き人間であ り、す ぐに皆 と打ち解

け、楽 しく語 り合えたのであった。

そ して、夕食後は、同志社高校の先生方を交

えて、植木校長 を囲んで、またまたお酒 を飲み

なが らの歓談会 となつたが、これがまた楽 しい

ものであった。

植木毅校長は、今年 71歳。 日本のプロスキ

ーヤー第 1号、穂高滝谷の初滑降や、モ ンプラ

ン北壁の滑降、そ してアラスカ・マ ッキンレー

の世界初滑降な どの記録 を持つ、三浦雄一郎 と

と共に、 日本のスキー界を リー ドして来た冒険

スキーヤーである。その方が、 日の前で、モ ン

プラン滑降やマ ッキンレー大滑降の体験 を、ま

ったく気 さくに偉ぶ らず話 してくれるのである。

これは、また応えられない幸せであった。

さて、_本番のツアースキーは、 3日 間 とも植

木校長が登 り下 りとも先導 された。 まった くア

ドバイスを受けることは無かつたのだが、名人

の後ろを歩 き、滑るのであるか ら、その行動そ

のものが良き見本である。体格は私 よ り小柄で

あるが、大きく見える。 シールを着 けての登 り

は、ユ ックリとしたペースで全 くペースが乱れ

ない。 フンピッチが 1時間、私は 30分 もす る

と息が上がつて くるが、植木校長は全 く平気で

登 られ る。 スキー滑降で も、校長のす ぐ後につ

火打山山頂で、植木毅校長とのワンショット

火打山山頂からは、北アルプスの自■連峰が美しい
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いて滑つた。カー ビングター ンにとらわれない

植木流、急斜面でも余分な力 を掛 けず に、 自然

体で斜面を滑る。なによリリズムが素晴 らしい。

今まで、 自己流で滑つた時は、オフピステの

急斜面では、怖 さもあつて体が固ま り、思つた

よ うにター ンを描 けなかつた。それが、名人の

後について滑るだけで、 自在に滑れ るのである

か ら不思議である。雪は柔 らかかつたが、沈み

こむことも無 く滑 り易い雷であつた。

火打山の頂上か らは、見事な一枚バー ンであ

る。山スキーのためにできたような斜面 を躊躇

せずに名人の後ろについて滑ると、我 なが ら感

心す るほどに綺麗 なター ンを描いてア ッと言 う

まに滑 り降 りて しまつた。

山スキーでは、 3時間掛 けて登つて、滑 りは

10分にも満たない。全 く不経済なプレーだ。

天気が最高で、スキーヤー も少な く、 自く輝

く広大な雪面を一人 占め して、 自由に トレース

とター ンのラインを描 く。 この快感は、他に比

べ ようが無い。滑 り降 りて、 自分が描いたシュ

プール を確認 し、一息付 く時の満足感 を、何 と

表現出来ようか。

私の 40年 を越 えるスキーシー ンで、殆 ど最

高の喜びを与えてくれたスキーであつた。

この 7月 に、 39年のサ ラ リーマン生活に一

区切 りを付 けることを決 めている。あ と何年生

きることが出来るかは神のみぞ知 るであるが、

私には山とスキー と二つの生涯 を掛 けて楽 しめ

る趣味がある。 こめきつかけを与えて くれたK
UWVに は大感謝だ。特にスキーは道具の進歩

もあつて、次々に新 しい発見があ り、その世界

が拓けて行 く。来シーズンか ら土 日・連体に と

らわれずにスキーが出来るのだからたまらない。

まさに、定年万歳である。グ レンデでのカー

ビングターン追求、オフピステのパ ウダーラン、

山スキーに海外 スキーツアー。楽 しみ方は、限

りない。スキー万万歳である。

最終日、黒沢岳の前での記念写真
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